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１.  流域の概要 

円山川は、源を兵庫県朝来
あ さ ご

市生野
い く の

町円山（標高 640m）に発し、大屋
お お や

川、八
や

木
ぎ

川、稲葉
いなんば

川等の支

川を合わせて豊岡
とよおか

盆地を貫流し、豊岡市において出
いず

石
し

川、奈
な

佐
さ

川等を合わせ日本海に注ぐ幹川流

路延長 68km、流域面積 1,300km2 の一級河川である。 

流域は、兵庫県の豊岡市、養父
や ぶ

市、朝来市の 3 市からなり、但馬地方における社会・経済・文

化をなしている。流域の土地利用は、山地等が約 84％、水田や畑地等の農地が約 8%、宅地等その

他が約 8%となっている。 

沿川には JR 山陰本線、国道 9 号、国道 126 号、国道 178 号、国道 312 号の基幹交通施設に加

え、豊岡市までの延伸が計画されている北近畿豊岡自動車道が整備中である。さらにコミュニタ

ー方式による但馬空港が開港し、大阪方面との利便性が向上している。また、流域内は山陰海岸

国立公園や氷
ひょう

ノ
の

山後山那
せんうしろやまな

岐山
ぎ さ ん

国定公園に指定され、日和山
ひ よ り や ま

海岸や国指定天然記念物の玄
げん

武
ぶ

洞
どう

、

城崎
きのさき

温泉
おんせん

、神
かん

鍋
なべ

高原
こうげん

の他、出石
い ず し

城
じょう

下町
か ま ち

などの観光資源に恵まれ、京阪神を中心に数多くの観光客

を集めている。 

下流部では地域を挙げて、国指定特別天然記念物のコウノトリを野生に戻す取り組みが進めら

れ、円山川の豊かな河川環境を保全し、再生が始まっている。このように、本水系の治水・利水・

環境についての意義は極めて大きい。 

円山川流域は、上流部に氷ノ山
ひょうのせん

（標高 1,500m)をはじめとする標高 1,000～1,500m 程度の山々が

稜線を連ねて分水界を形成している。上流部には和田山
わ だ や ま

、梁瀬
や な せ

等の盆地があり、小規模な水田地

帯を構成している。円山川は、これらの盆地から流出した後、山間部を大きく曲流し、谷底平野

を形成しながら下流部の豊岡盆地を貫流している。豊岡盆地では、軟弱な沖積層が地下水の揚水

により収縮することが原因の一つとなり、今もなお地盤沈下が継続している。このため、昭和 30

年代以前から、円山川の堤防は沈下と嵩上げが繰り返されてきた。また、豊岡盆地を含む下流の

低平地帯では、河口から出石川合流部の河床勾配が非常に緩やかなため、河川からの氾濫が盆地

全体に拡がるだけでなく、水はけが悪く長時間浸水することから、内水被害がたびたび発生して

いる。 

流域の地質は、新旧各層が入り混じっており、砂岩、粘板岩を主とする古生層が本川上流部及

び大屋川上流部に分布し、生野層及び第三紀層が広範囲に分布している。また、円山川沿川には

沖積層が分布しており、その主な部分は豊岡盆地の地盤を形成している。 

流域の気候は、典型的な日本海型気候区に属し、冬季は山地部で降雪が多く、年平均気温は 15℃

程度、年平均降水量は約 2,000mm 程度である。夏はフェーン現象により気温が上昇することが多

く、8 月の月平均気温は豊岡盆地が兵庫県下他の地域よりも高い傾向にある。また、秋から冬にか

けては霧の日が多いことも特徴である。冬は季節風の影響を受け、曇りや雪の日が多く、気温の

季節変化が大きい。 

源流の八木川合流点までの上流部は河床勾配が 1/100～1/300 と急勾配になっており、掘り込み

河道の区間が大半で、単断面の河道形状となっている。八木川合流点から出石川合流点までの中

流部は、河床勾配が 1/780 程度で、蛇行区間が多く、河道内には砂州が発達している。出石川から

下流は、河床勾配が 1/9,000 程度と非常に緩やかで、出石川合流点から玄武洞（河口から 7km）ま

では高水敷の広い複断面形状であり、それより下流では単断面形状である。河口部には導流堤が
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設置されており、川幅が狭くなっている。 

源流から八木川合流点までの上流部の山地には、スギ、ヒノキから構成される人工林とアカマ

ツ林等の二次林が混在している。主な水辺植生としては抽水植物群落であるツルヨシ群落が広範

囲で分布し、カワムツ B 型とオイカワが魚類の優占種となっている。 

八木川合流点から出石川合流点までの中流部は、瀬、淵が連続し、特に中郷
なかのごう

から赤崎
あかさき

付近にか

けては、下流の湿地環境と共に円山川の重要な環境要素である礫河原やムクノキ－エノキ群落か

ら成る河畔林が分布する。瀬にはアユの産卵場があり、カマキリ、アカザ等礫河床の底生魚が生

息する。礫河原には、ヤナギタデ群落、カワラハハコ群落などがみられ、シギ、チドリなど鳥類

の繁殖場となっているが、昭和初期に比較すると礫河原の面積が減少している。また河畔林は、

陸上動物の繁殖地、隠れ家としても利用され、サギ類のコロニーも存在する。 

支川出石川では、かつては野生のコウノトリが河川内の湿地環境を餌場の一つとして利用して

いた。現在、乾田化や河川改修により湿地環境は減少しているものの、放鳥されたコウノトリが、

河川沿いの水田や採草地を餌場として利用する様子が確認されている。また、国指定特別天然記

念物のオオサンショウウオの生息が確認されている。 

出石川合流点付近から河口までの下流部は感潮域となっており、干潟やヨシ原、ワンドなどの

円山川の河川環境を特徴づける要素の一つである湿地環境が分布する。なお、国際条約であるラ

ムサール条約湿地に「円山川下流域・周辺田園」が平成 24 年（2012 年）7 月に登録され、その後、

円山川の中流部では湿地の創出、再生が行われており、県と市が整備した「ハチゴロウの戸島湿

地」、休耕田を活用して住民が作ったビオトープ水田など、多様な主体が連携し、地域をあげて

湿地保全活動が行われてきた結果、平成 30 年（2018 年）10 月にラムサール条約湿地のエリアが

拡張され、登録区域が 1,094ha になった。 

本川河口付近から下流部では塩沼植物であるシオクグ群落がみられ、汽水域のトンボであるヒ

ヌマイトトンボやナゴヤサナエ等水生昆虫類の良好な生息環境となっている。また、シラウオの

産卵場となっているほか、ウグイ、ギンブナ等の淡水魚や、ビリンゴ、クボハゼなどの汽水魚や

カマキリ等の回遊魚も見られる。河岸から高水敷きにかけてはヨシ群落、オギ群落が広く分布し

ている。ヨシ原は、オオヨシキリの繁殖地やツバメのねぐらとなり、干潟や高水敷は、放鳥され

たコウノトリの餌場となっている。ワンドや抽水植物帯は、魚類の産卵場や仔稚魚の生育場とな

っている。また、オオマルバノホロシや、カワヤナギからなる河畔林の分布がみられる。 

河川水の利用については、古くから利用されており、農業用水として円山川で約 2,500ha の農地

のかんがいに利用されている。また、豊岡市の水道用水として利用されている。雑用水は、国道

の消雪等に利用されている。また、大正 9 年（1920 年）に建設された横行発電所を始めとする 5

箇所の水力発電所により総最大出力 1,940,300kw の発電が行われている。 

 円山川の水質は、昭和 48 年（1973 年）に府市場地点での BOD75%値が 3.5mg/l と現在の環境基

準 2mg/l を上回っていた。昭和 49 年（1974 年）3 月 5 日に環境基準の類型が設定され、それ以降、

水質が改善され現在では 1.0mg/l 程度と環境基準を満足している。また、円山川水系の水質汚濁防

止並びに河川愛護思想の高揚を図り、もって流水の正常な機能の維持を資す目的として近畿地方

整備局、兵庫県、豊岡市及び関係機関、団体などで組織される円山川を美しくする協議会が昭和

48 年（1973 年）7 月 17 日に発足した。 
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図１ 円山川流域図 

 

 

 

流域面積（集水面積） 1,300km2

幹線流路延長 68km

流域内人口 約14万人

想定氾濫区域面積 約50km2

想定氾濫区域内人口 約4.4万人

想定氾濫区域内資産 約8,334億円

主な市町村 豊岡市、養父市、朝来市



 4 

２. 水利用の現況 

流水の利用については、円山川・出石川において、農業用水として約 2,500ha のかんがいに利

用されているほか、上水道用水、その他（消雪用水、し尿処理用水）、などに利用されている。 

また、円山川の支川において発電用水（5 件）に利用されている。 

 

表 1 円山川水系（円山川、出石川）の水利用の現状 

 

目的別 件数 最大取水量(m3/s) 備考 

水道用水 3 0.2763   

農業用水 
許可 23 5.545 かんがい面積 約 1,000ha 

慣行 79 － かんがい面積 約 1,500ha 

その他 3 0.0795   

合計 108 5.9008   

出典：水利台帳、慣行水利権届出書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 円山川水系（円山川、出石川）の水利用の割合 

 

表 ２ 円山川の支川における発電による水利用の現状 

河川名 施設名 最大取水量(m3/s) 備考 

稲葉川 岩中発電所 8.00   

稲葉川 岩井発電所 2.00   

阿瀬川 阿瀬発電所 1.05   

大屋川・若林川 横行発電所 0.83   

多々良木川 奥多々良木発電所 594.00 
常時取水せず調整池に貯留した

水を反復利用している 

 

 

※ 農業用水の取水量については、

慣行水利権は含まない 

水道用水, 

0.28m3/s, 5%

農業用水, 

5.55m3/s, 94%

その他, 

0.08m3/s, 1%
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図 2 円山川水系（円山川、出石川）の水利用模式図 

※慣行水利については、届出書記載のかんがい

面積からの推計値 
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３. 水需要の動向 

円山川・出石川における水利用は水道用水、農業用水が主な利用であるが、平成 12 年（2000

年）から令和 2 年（2020 年）までの 20 年間で人口は豊岡市で 83.5%、養父市で 73.5%、朝来市

で 80.4%、農地面積では豊岡市で 91.2%、養父市で 83.2%、朝来市で 90.8%に減少しており、そ

れに応じて水需要も減少していることが推測される。 

 

表 2 水需要量の推計（人口と農地面積の経年変化） 

〇人口の経年変化 

 

 

 

 

 

〇農地面積の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇人口                   〇農地面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 水需要の推計（人口と農地面積の経年変化） 

H12 H17 H22 H27 R2

豊岡市 92,752 89,208 85,592 82,250 77,489 0.835

養父市 30,110 28,306 26,501 24,288 22,129 0.735

朝来市 36,069 34,791 32,814 30,805 28,989 0.804

出典：国勢調査結果（合併市については合併前の市町の合計値）

関係市
人口（人） 減少割合

(H12→R2)

H12 H17 H22 H27 R2

田 4,845 4,646 4,511 4,446 4,427 0.914

畑 1,184 1,104 1,099 1,072 1,071 0.904

合計 6,029 5,750 5,609 5,518 5,499 0.912

田 1,566 1,480 1,430 1,413 1,389 0.887

畑 1,004 887 791 764 749 0.746

合計 2,570 2,368 2,221 2,177 2,138 0.832

田 1,877 1,806 1,768 1,737 1,710 0.911

畑 408 383 371 373 365 0.895

合計 2,285 2,188 2,139 2,109 2,075 0.908

出典：兵庫県ホームページ「市区町別主要統計指標」より（合併市については合併前の市町の合計値）
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養父市

朝来市

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H12 H17 H22 H27 R2

農
地

面
積

（
田

＋
畑

）
（
h
a）

調査年

豊岡市

養父市

朝来市



 7 

４. 河川流況 

円山川府市場地点の昭和 46 年（1971 年）以降の流況は表 3 に示すとおりである。昭和 46 年

（1971 年）～令和 4 年（2022 年）の 52 年間(欠測の 13 ヵ年を除く)の平均低水流量は 12.48m3/s、

平均渇水流量は 5.51m3/s となっている。 

表 3 府市場地点流況表（流域面積 837km2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊水流量 平水流量 低水流量 渇水流量

33.86 21.56 12.26 3.50

- - - - 欠測

30.12 13.94 7.36 2.38

35.95 21.72 11.90 2.80

- - - - 欠測

36.66 25.03 19.18 8.48

- - - - 欠測

- - - - 欠測

29.80 17.03 8.95 2.24

43.32 24.34 15.83 9.78

36.76 20.86 12.92 5.31

- - - - 欠測

28.80 17.23 10.36 3.91

29.60 14.82 6.74 3.32

41.98 16.14 9.50 2.56

29.38 12.50 6.95 4.35

- - - - 欠測

42.91 26.27 17.52 11.42

42.66 25.12 16.33 7.84

47.41 26.47 13.42 3.52

49.38 30.38 14.09 5.84

43.34 24.78 13.34 5.13

45.54 28.04 15.96 6.72

29.60 13.35 6.43 0.25

45.76 23.82 9.79 5.33

38.59 23.66 16.09 5.06

35.47 22.91 10.88 5.63

38.86 24.22 11.81 5.47

36.93 21.10 10.71 4.57

30.84 19.14 10.00 5.29

40.20 26.26 14.00 3.70

- - - - 欠測

46.13 29.50 15.25 8.14

39.53 22.75 14.22 4.17

38.35 14.70 7.40 3.84

49.95 20.11 12.90 7.12

- - - - 欠測

- - - - 欠測

34.05 21.45 11.18 5.49

41.08 23.04 14.84 8.04

42.30 29.03 21.59 13.42

- - - - 欠測

- - - - 欠測

47.70 26.41 12.93 3.43

51.61 27.96 13.54 6.76

33.82 22.68 15.48 7.47

44.26 28.79 14.18 4.72

35.23 20.56 11.72 6.83

- - - - 欠測

32.41 16.00 9.26 5.43

- - - - 欠測

31.96 17.90 10.06 5.75

最大 51.61 30.38 21.59 13.42

最小 28.80 12.50 6.43 0.25

平均 38.77 22.09 12.48 5.51
1/10相当

（第4位/39年）
29.60 14.70 7.36 2.56

※全期間の各値は欠測年を除いた期間で集計した値である。

S53　(1978年)

年次 日流量（m3/s） 備考

S46　(1971年)

S47　(1972年)

S48　(1973年)

S49　(1974年)

S50　(1975年)

S51　(1976年)

S52　(1977年)

H02　(1990年)

S54　(1979年)

S55　(1980年)

S56　(1981年)

S57　(1982年)

S58　(1983年)

S59　(1984年)

S60　(1985年)

S61　(1986年)

S62　(1987年)

S63　(1988年)

H01　(1989年)

H14　(2002年)

H03　(1991年)

H04　(1992年)

H05　(1993年)

H06　(1994年)

H07　(1995年)

H08　(1996年)

H09　(1997年)

H10　(1998年)

H11　(1999年)

H12　(2000年)

H13　(2001年)

H26　(2014年)

H15　(2003年)

H16　(2004年)

H17　(2005年)

H18　(2006年)

H19　(2007年)

H20　(2008年)

H21　(2009年)

H22　(2010年)

H23　(2011年)

H24　(2012年)

H25　(2013年)

R03　(2021年)

R04　(2022年)

全期間

(39年)
（S46～R04）

H27　(2015年)

H28　(2016年)

H29　(2017年)

H30　(2018年)

R01　(2019年)

R02　(2020年)
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５. 河川水質の推移 

円山川水系における水質環境基準は、出石川合流点から港大橋上流までが B 類型、出石川合

流点より上流が A 類型に指定されている。また、環境基準点として、立野（円山川)と府市場(円

山川)が設定されている。なお、出石川に環境基準は指定されていない。 

表 4 環境基準の類型指定状況 

河川名 区 間 類型指定 環境基準点 達成期間 備 考 

円山川 

出石川合流点から港大橋上流 Ｂ 立 野 イ 
兵庫県告示 

S49.3.5 

出石川合流点より上流 Ａ 府市場 ロ 
兵庫県告示 

S49.3.5 

※類型     Ａ：BOD 値 2.0mg/l 以下 Ｂ：BOD 値 3.0mg/l 以下  

※達成期間  イ：直ちに達成 ロ：５年以内で可及的速やかに達成  

 

 

図 4 環境基準の類型指定状況と水質調査地点 

感潮区間

Ａ類型

Ｂ類型

水質観測地点（国）

水質観測地点（県）

凡　　　　例
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円山川の感潮区間では、平成 25 年（2013 年）の結和橋地点の観測結果を除き、概ね環境基準

を満足する水質となっている。 

円山川の順流域では 1.0mg/l 程度であり、環境基準を満足する水質となっている。 

出石川は環境基準の類型指定はされていないが、概ね 0.5～1.5mg/l で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 水質の経年変化(BOD75%値) 

上段：円山川（感潮域）、中段：円山川（順流域）、下段：出石川 

  

B 類型 環境基準 3mg/L 以下 
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 ６. 流水の正常な機能を維持するため必要な流量の検討 

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定に関する基準地点は、以下の理由から、

“府市場地点”とした。 

 

① 流量把握が可能で、過去の水文資料が十分に備わっている。 

② 主要な取水施設の取水直前（豊岡市上水取水）であり、管理が効率的・効果的に行いやす

い。 

③ 現在も水位観測を行っており、水系全体の流況管理に適した場所である。 

④ 対象区間内にあり、潮位や堰等の湛水域の影響を受けない地点である。 

 

府市場地点における流水の正常な機能を維持するために必要な流量については、表 1 に示す

水利用、表 3 に示す河川流況を勘案し、「動植物の生息地又は生育地の状況」、「景観」、「流水

の清潔の保持」の各項目についてそれぞれ検討した。 

なお、維持流量や水利流量の期別パターンを勘案し、1 年を 9 つの期間に分けて検討を詳細

に行った上で、正常流量の最終決定値は、1 月～3 月、4 月～12 月の 2 期で設定することとし

た。 

各項目の府市場地点における必要流量は、表 5～表 11 のとおり、「動植物の生息地又は生育

地の状況」については、非かんがい期（1 月～3 月）1.26m3/s、非かんがい期（4 月）2.90m3/s、

かんがい期（5 月～6 月）3.08m3/s、かんがい期（7 月～8 月）3.01m3/s、非かんがい期（9 月）

2.90m3/s、非かんがい期（10 月～11 月）2.90m3/s、非かんがい期（12 月）2.90m3/s、「景観」につ

いては、非かんがい期（1 月～3 月）1.26m3/s、非かんがい期（4 月）1.26m3/s、かんがい期（5 月

～6 月）1.44m3/s、かんがい期（7 月～8 月）1.37m3/s、非かんがい期（9 月）1.26m3/s、非かんが

い期（10 月～11 月）1.26m3/s、非かんがい期（12 月）1.26m3/s、「流水の清潔の保持」について

は、非かんがい期（1 月～3 月）1.44m3/s、非かんがい期（4 月）1.44m3/s、かんがい期（5 月～6

月）1.62m3/s、かんがい期（7 月～8 月）1.55m3/s、非かんがい期（9 月）1.44m3/s、非かんがい期

（10 月～11 月）1.44m3/s、非かんがい期（12 月）1.44m3/s となった。 

非かんがい期（1 月～3 月）の必要流量の最大値は 1.44m3/s、非かんがい期（4 月）の必要流

量の最大値は 2.90m3/s、かんがい期（5 月～6 月）の必要流量の最大値は 3.08m3/s、かんがい期

（7 月～8 月）の必要流量の最大値は 3.01m3/s、非かんがい期（9 月）の必要流量の最大値は

2.90m3/s、非かんがい期（10 月～11 月）の必要流量の最大値は 2.90m3/s、非かんがい期（12 月）

の必要流量の最大値は 2.90m3/s である。以上より、1 月～3 月はその他の時期の半分程度である

こと、また、4 月～12 月は概ね 3 m3/s となることから、府市場地点における流水の正常な機能

を維持するために必要な流量は、1 月～3 月は概ね１.４m3/s、4 月～12 月は概ね３m3/s とし、以

て流水の機能の適正な管理、円滑な水利使用、河川環境の保全等に資するものとする。 
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表 5 流水の正常な機能を維持するために必要な流量の検討（非灌漑期 1 月～3 月） 

（府市場地点 流域面積：837km2） 

検 討 項 目 

維持流量 
府市場地点で

必要な流量 
決定根拠等 

区間 
維持流量 

（m3/s） 

動植物の生息地又は

生育地の状況 

出石川合流 

～稲葉川合流 
1.00 1.26 

ニゴイの移動に必要な水深を満

たす流量 

景観 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.00 1.26 

アンケート調査を実施し、過半数

程度の人が不満と感じない流量 

流水の清潔の保持 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.18 1.44 

渇水流量時に環境基準（BOD75%

値）の 2 倍を満足するための流量 

舟運 － － － 
観光船の航行区間は感潮区間で

あり考慮しない 

漁業 － － － 
動植物の生息地または生育地の

状況からの必要流量に準ずる 

塩害の防止 － － － 

豊岡市上水取水地点が塩水遡上

地点より上流に移設されたため

考慮しない 

河口閉塞の防止 － － － 
河口の閉塞は生じていないため

考慮しない 

河川管理施設の保護 － － － 
対象となる河川管理施設はない

ため考慮しない 

地下水位の維持 － － － 
河川水位が地下水位へ及ぼす影

響はないため考慮しない 

観光 － － － 

円山川の観光は感潮区域での舟

運のみであり「舟運」と同様に考

慮しない 

人と河川との 

豊かな触れ合い 

の確保 

－ － － 

住民などの日常的な自然との触

れ合い活動の場として利用され

ており、｢動植物の生息地又は生

育地の状況｣、｢景観｣、｢流水の清

潔の保持｣が満足されれば問題な

いため、考慮しない。 
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表 6 流水の正常な機能を維持するために必要な流量の検討（非灌漑期 4 月） 

（府市場地点 流域面積：837km2） 

検 討 項 目 

維持流量 
府市場地点で

必要な流量 
決定根拠等 

区間 
維持流量 

（m3/s） 

動植物の生息地又は

生育地の状況 

出石川合流 

～稲葉川合流 
2.64 2.90 

ウグイ・ニゴイの産卵に必要な水

深を満足する流量 

景観 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.00 1.26 

アンケート調査を実施し、過半数

程度の人が不満と感じない流量 

流水の清潔の保持 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.18 1.44 

渇水流量時に環境基準（BOD75%

値）の 2 倍を満足するための流量 

舟運 － － － 
観光船の航行区間は感潮区間で

あり考慮しない 

漁業 － － － 
動植物の生息地または生育地の

状況からの必要流量に準ずる 

塩害の防止 － － － 

豊岡市上水取水地点が塩水遡上

地点より上流に移設されたため

考慮しない 

河口閉塞の防止 － － － 
河口の閉塞は生じていないため

考慮しない 

河川管理施設の保護 － － － 
対象となる河川管理施設はない

ため考慮しない 

地下水位の維持 － － － 
河川水位が地下水位へ及ぼす影

響はないため考慮しない 

観光 － － － 

円山川の観光は感潮区域での舟

運のみであり「舟運」と同様に考

慮しない 

人と河川との 

豊かな触れ合い 

の確保 

－ － － 

住民などの日常的な自然との触

れ合い活動の場として利用され

ており、｢動植物の生息地又は生

育地の状況｣、｢景観｣、｢流水の清

潔の保持｣が満足されれば問題な

いため、考慮しない。 
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表 7 流水の正常な機能を維持するために必要な流量の検討（かんがい期 5 月～6 月） 

（府市場地点 流域面積：837km2） 

検 討 項 目 

維持流量 
府市場地点で

必要な流量 
決定根拠等 

区間 
維持流量 

（m3/s） 

動植物の生息地又は

生育地の状況 

出石川合流 

～稲葉川合流 
2.64 3.08 

ウグイ・ニゴイの産卵、サクラマ

スの移動に必要な水深を満足す

る流量 

景観 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.00 1.44 

アンケート調査を実施し、過半数

程度の人が不満と感じない流量 

流水の清潔の保持 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.18 1.62 

渇水流量時に環境基準（BOD75%

値）の 2 倍を満足するための流量 

舟運 － － － 
観光船の航行区間は感潮区間で

あり考慮しない 

漁業 － － － 
動植物の生息地又は生育地の状

況からの必要流量に準ずる 

塩害の防止 － － － 

豊岡市上水取水地点が塩水遡上

地点より上流に移設されたため

考慮しない 

河口閉塞の防止 － － － 
河口の閉塞は生じていないため

考慮しない 

河川管理施設の保護 － － － 
対象となる河川管理施設はない

ため考慮しない 

地下水位の維持 － － － 
河川水位が地下水位へ及ぼす影

響はないため考慮しない 

観光 － － － 

円山川の観光は感潮区域での舟

運のみであり「舟運」と同様に考

慮しない 

人と河川との 

豊かな触れ合い 

の確保 

－ － － 

住民などの日常的な自然との触

れ合い活動の場として利用され

ており、｢動植物の生息地又は生

育地の状況｣、｢景観｣、｢流水の清

潔の保持｣が満足されれば問題な

いため、考慮しない 
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表 8 流水の正常な機能を維持するために必要な流量の検討（灌漑期 7 月～8月） 

（府市場地点 流域面積：837km2） 

検 討 項 目 

維持流量 
府市場地点で

必要な流量 
決定根拠等 

区間 
維持流量 

（m3/s） 

動植物の生息地又は

生育地の状況 

出石川合流 

～稲葉川合流 
2.64 3.01 

サクラマスの移動に必要な水深

を満足する流量 

景観 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.00 1.37 

アンケート調査を実施し、過半数

程度の人が不満と感じない流量 

流水の清潔の保持 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.18 1.55 

渇水流量時に環境基準（BOD75%

値）の 2 倍を満足するための流量 

舟運 － － － 
観光船の航行区間は感潮区間で

あり考慮しない 

漁業 － － － 
動植物の生息地または生育地の

状況からの必要流量に準ずる 

塩害の防止 － － － 

豊岡市上水取水地点が塩水遡上

地点より上流に移設されたため

考慮しない 

河口閉塞の防止 － － － 
河口の閉塞は生じていないため

考慮しない 

河川管理施設の保護 － － － 
対象となる河川管理施設はない

ため考慮しない 

地下水位の維持 － － － 
河川水位が地下水位へ及ぼす影

響はないため考慮しない 

観光 － － － 

円山川の観光は感潮区域での舟

運のみであり「舟運」と同様に考

慮しない 

人と河川との 

豊かな触れ合い 

の確保 

－ － － 

住民などの日常的な自然との触

れ合い活動の場として利用され

ており、｢動植物の生息地又は生

育地の状況｣、｢景観｣、｢流水の清

潔の保持｣が満足されれば問題な

いため、考慮しない。 
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表 9 流水の正常な機能を維持するために必要な流量の検討（灌漑期 9 月） 

（府市場地点 流域面積：837km2） 

検 討 項 目 

維持流量 
府市場地点で

必要な流量 
決定根拠等 

区間 
維持流量 

（m3/s） 

動植物の生息地又は

生育地の状況 

出石川合流 

～稲葉川合流 
2.64 2.90 

サクラマス・サケの移動、アユの

産卵に必要な水深を満足する流

量 

景観 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.00 1.26 

アンケート調査を実施し、過半数

程度の人が不満と感じない流量 

流水の清潔の保持 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.18 1.44 

渇水流量時に環境基準（BOD75%

値）の 2 倍を満足するための流量 

舟運 － － － 
観光船の航行区間は感潮区間で

あり考慮しない 

漁業 － － － 
動植物の生息地または生育地の

状況からの必要流量に準ずる 

塩害の防止 － － － 

豊岡市上水取水地点が塩水遡上

地点より上流に移設されたため

考慮しない 

河口閉塞の防止 － － － 
河口の閉塞は生じていないため

考慮しない 

河川管理施設の保護 － － － 
対象となる河川管理施設はない

ため考慮しない 

地下水位の維持 － － － 
河川水位が地下水位へ及ぼす影

響はないため考慮しない 

観光 － － － 

円山川の観光は感潮区域での舟

運のみであり「舟運」と同様に考

慮しない 

人と河川との 

豊かな触れ合い 

の確保 

－ － － 

住民などの日常的な自然との触

れ合い活動の場として利用され

ており、｢動植物の生息地又は生

育地の状況｣、｢景観｣、｢流水の清

潔の保持｣が満足されれば問題な

いため、考慮しない。 
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表 10 流水の正常な機能を維持するために必要な流量の検討（非灌漑期 10 月～11 月） 

（府市場地点 流域面積：837km2） 

検 討 項 目 

維持流量 
府市場地点で

必要な流量 
決定根拠等 

区間 
維持流量 

（m3/s） 

動植物の生息地又は

生育地の状況 

出石川合流 

～稲葉川合流 
2.64 2.90 

アユ・サケの産卵、サクラマスの

移動に必要な水深を満足する流

量 

景観 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.00 1.26 

アンケート調査を実施し、過半数

程度の人が不満と感じない流量 

流水の清潔の保持 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.18 1.44 

渇水流量時に環境基準（BOD75%

値）の 2 倍を満足するための流量 

舟運 － － － 
観光船の航行区間は感潮区間で

あり考慮しない 

漁業 － － － 
動植物の生息地または生育地の

状況からの必要流量に準ずる 

塩害の防止 － － － 

豊岡市上水取水地点が塩水遡上

地点より上流に移設されたため

考慮しない 

河口閉塞の防止 － － － 
河口の閉塞は生じていないため

考慮しない 

河川管理施設の保護 － － － 
対象となる河川管理施設はない

ため考慮しない 

地下水位の維持 － － － 
河川水位が地下水位へ及ぼす影

響はないため考慮しない 

観光 － － － 

円山川の観光は感潮区域での舟

運のみであり「舟運」と同様に考

慮しない 

人と河川との 

豊かな触れ合い 

の確保 

－ － － 

住民などの日常的な自然との触

れ合い活動の場として利用され

ており、｢動植物の生息地又は生

育地の状況｣、｢景観｣、｢流水の清

潔の保持｣が満足されれば問題な

いため、考慮しない 
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表 11 流水の正常な機能を維持するために必要な流量の検討（非灌漑期 12 月） 

（府市場地点 流域面積：837km2） 

検 討 項 目 

維持流量 
府市場地点で

必要な流量 
決定根拠等 

区間 
維持流量 

（m3/s） 

動植物の生息地又は

生育地の状況 

出石川合流 

～稲葉川合流 
2.64 2.90 

サケの産卵に必要な水深を満足

する流量 

景観 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.00 1.26 

アンケート調査を実施し、過半数

程度の人が不満と感じない流量 

流水の清潔の保持 
出石川合流 

～稲葉川合流 
1.18 1.44 

渇水流量時に環境基準（BOD75%

値）の 2 倍を満足するための流量 

舟運 － － － 
観光船の航行区間は感潮区間で

あり考慮しない 

漁業 － － － 
動植物の生息地または生育地の

状況からの必要流量に準ずる 

塩害の防止 － － － 

豊岡市上水取水地点が塩水遡上

地点より上流に移設されたため

考慮しない 

河口閉塞の防止 － － － 
河口の閉塞は生じていないため

考慮しない 

河川管理施設の保護 － － － 
対象となる河川管理施設はない

ため考慮しない 

地下水位の維持 － － － 
河川水位が地下水位へ及ぼす影

響はないため考慮しない 

観光 － － － 

円山川の観光は感潮区域での舟

運のみであり「舟運」と同様に考

慮しない 

人と河川との 

豊かな触れ合い 

の確保 

－ － － 

住民などの日常的な自然との触

れ合い活動の場として利用され

ており、｢動植物の生息地又は生

育地の状況｣、｢景観｣、｢流水の清

潔の保持｣が満足されれば問題な

いため、考慮しない。 
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各項目の必要な流量の根拠は次のとおりである。 

 

（1） 「動植物の生息地又は生育地の状況」からの必要流量 

生息魚種のうち、瀬とかかわりの深い代表魚種（サケ、ウグイ、ニゴイ、ヨシノボリ類、

アユ、サクラマス、アカザ、オイカワ、カジカ、アマゴ、サツキマス、ヤマメ）に着目し、

それぞれの産卵・生息のために必要な水深・流速を確保できる流量を算出した。 

この結果、出石川合流点～稲葉川合流点では、4 月（非かんがい期）及び 5 月～9 月（か

んがい期）及び 4 月、10 月～12 月（非かんがい期）において、代表魚種の中からサクラ

マスの移動の水深 30cm を満足するために流量な流量として、検討地点「上ノ郷橋下流」

で 2.64m3/s、1 月～3 月（非かんがい期）は代表魚種の中からニゴイの移動に必要な水深

20cm を満足するために必要な流量として検討地点「上ノ郷橋下流」で 1.00m3/s となり、

府市場地点における必要な流量は、1 月～3 月で 1.26m3/s、4 月～12 月で最大 3.08m3/s と

なる。 

 
 

（2） 「景観」からの必要流量 

フォトモンタージュによるアンケートを実施し、半分以上の方が不満と感じない水面幅

を確保するために必要な流量を検討した。 

この結果、出石川合流点～稲葉川合流点では検討地点「上ノ郷橋上流」で通年 1.00m3/s

となり、府市場地点における必要な流量は、1 月～3 月で 1.26m3/s、4 月～12 月で最大

1.44m3/s となる。 

 
 

（3） 「流水の清潔の保持」からの必要流量 

｢兵庫県 山陰海岸東部流域下水道整備総合計画(平成 8 年（1996 年）1 月)｣の流出負荷

量をもとに、渇水時の流出負荷量を算定し、環境基準値（BOD75%値）の 2 倍値を目標水

質として設定し、それを満足するために必要な流量を検討した。 

この結果、出石川合流点～稲葉川合流点では水質評価地点「上ノ郷橋」で通年 1.18m3/s、

となり、府市場地点における必要な流量は、1 月～3 月で 1.44m3/s、4 月～12 月で最大

1.62m3/s となる。 

 
 

（4） 「舟運」からの必要流量 

円山川における現在の船舶の航行は観光船及び内水面漁業の船舶であり、これらは円山

川下流部の感潮区間で舟航しているため、水位は潮位によって維持され、観光船及び漁業

の就航には支障をきたさないものと考えられる。従って、円山川の舟運のための必要流量

は設定しない。 

 
 

（5） 「漁業」からの必要流量 

動植物の生息地又は生育地の状況からの必要流量に準ずる。 
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（6） 「塩害の防止」からの必要流量 

これまで豊岡上水は 17.2km 地点で取水を行っていたため、渇水時に塩水が取水口付近

まで遡上し、塩害が生じていた。しかしながら、現在は上水の取水口を 17.2km 地点から

20.4km 付近に移設しており、また、渇水時による塩水遡上の検討を行った結果、河口から

19km 地点程度にて塩水の遡上が終わるため、塩害の防止による必要流量は設定しない。 

 
 

（7） 「河口閉塞の防止」からの必要流量 

河口閉塞による障害の事例もなく、既往渇水時において流量の増減と河口閉塞の関係は

ないことから、河口閉塞の防止のための必要流量は設定しない。 

 
 

（8） 「河川管理施設の保護」からの必要流量 

水位の維持によって保護されるべき木製の構造物がないため、河川管理施設の保護のた

めの必要流量は設定しない。 

 
 

（9） 「地下水位の維持」からの必要流量 

地下水位は河川水位より高く、また、河川水位と地下水位の連動性は確認できないこと

から、地下水位維持からの必要流量は設定しない。 
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円山川 非灌漑期 4 月 

 

図 6 円山川水収支縦断図（1/4） 
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円山川 代掻き期 5 月～6 月 

 

円山川 普通灌漑期 7 月～8 月 

 

図 7 円山川水収支縦断図（2/4） 
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円山川 普通灌漑期 9 月 

 

円山川 非灌漑期 10 月～11 月 

 

図 8 円山川水収支縦断図（3/4） 
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円山川 非灌漑期 12 月 

 

 

 

図 9 円山川水収支縦断図（4/4）
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図 10 正常流量と日流量の比較(円山川府市場 H25～H29) 
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図 11 正常流量と日流量の比較(円山川府市場 H30～R4) 
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